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【緒言】当院の周術期管理センター（以下、PERIO）術前看護外来では、食道がん患者を

対象に、手術に向けた身体的および心理的準備を行っている。しかし、がん患者の手術に

向けた心理的適応の実態やその影響因子は明らかになっていない。そこで本研究は、術前

食道がん患者の抑うつ傾向の割合と心理的適応に関する因子を明らかにし、術前看護への

示唆を得ることを目的とした。 
【研究方法】１．対象：2015 年 4 月から 2015 年 12 月までに岡山大学病院で食道がん手術

を予定している患者。２．方法： 調査期間中に対象者が術前看護外来を受診した際、看護

面談の前に「つらさと支障の寒暖計」を用いて抑うつ傾向を、日本版 Mental Adjustment to 
Cancer(MAC)を用いてがんに対する心理的適応を測定した。また、手術入院の入院当日に

再度「つらさと支障の寒暖計」を用いて抑うつ傾向を測定した。 
【分析方法】つらさと支障の寒暖計のカットオフ値を上回ったものを抑うつ傾向ありに分

類し、外来時と入院時の変化を単純集計した。心理的適応に関する因子としては、年齢、

性別、職業、配偶者、術前化学療法、過去のがん罹患、がん闘病経験のある知人、抑うつ

傾 向 の 有 無 に つ い て 、 各 々 MAC 得 点 〔 下 位 項 目 Fighting Sprit(FS) と

Helplessness/Hopelessness（H/H）〕の差を Mann-Whitney U 検定で比較した。 
【倫理的配慮】本研究は岡山大学病院看護部倫理委員会の承認を得て行った。研究対象者

に研究参加および撤回の自由、個人情報の厳守について説明し、自由な意思選択の下、同

意と署名を得た。 
【結果】対象者は 33 名で平均年齢は 66.2±9.2 歳、男性 26 名、女性 7 名であった。術前

看護外来から手術までの日数は平均 32.2 日であった。術前の抑うつ傾向は、術前看護外来

前で 6 名（18.2％）、手術入院日で 7 名（21.2％）であり、割合に差はなかった。外来時と

入院時の両時点で抑うつ傾向の患者は 3 名（9.1％）であった。 
心理的適応に関する因子としては、65 歳以上の高齢者の FS 得点が有意に高く（ｐ＝

0.009）、H/H 得点にも高い傾向があった（ｐ＝0.053）。 
【考察】術前看護外来前とその後の入院時の抑うつ傾向の比較では、明らかな改善・悪化

傾向は認めず、PERIO 看護師が説明している術後の身体的変化や多数のルート類の説明が

抑うつ傾向を促進する因子にはならない可能性が示唆される。先行文献では、FS と H/H に

は負の相関が報告されているが、本研究では FS の高い 65 歳以上の高齢者群の H/H が低い

という結果ではなかった。このことは、手術に前向きに取り組もうという気持ちと自分で

はどうしようもないという気持ちの混在が考えられ、術前看護外来において患者が取り組

むべき課題を示す重要性が示唆される。 
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